
電磁波異常のDataと根拠のメカ
１ 電磁波が地表を伝搬する場合、通過地域の電磁界変化に
よって影響を受け、また、周辺の瞬間的な電磁変動にも、即
応するため受信電界強度がUpDownしたりPulse的に変化し
てきます。Pulse的な(±)は電磁気の引力や斥力等によるもの
で、元となる電磁気は逆断層や正断層、即ち地殻の圧縮や
伸張とズレ等によって発生したと考えています。

２ 地震と海洋潮汐や地球潮汐との関係は、電磁的パルスの
発生記録から、傾向を検証すると、発生時間は海洋潮汐から
約6時間、地球潮汐から約１週間のズレが生じています。
３ 世界規模で伝搬し地球を周回している短波帯の電磁波は
地球規模での大地震や噴火などの前に、その地域から飛来
する電磁波のノイズ等が変化している事が判ってきた。そこで
地震の予測３原則を研究するための観測を進めている。
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FM電磁波の異常と、潮汐変化の「関係」が見つかりました！！
(FM直接波の電界異常と、潮汐の干満変化)を、照合し検証を

したら「ほぼ＜同期＞」している事が判りました。（下記資料をどうぞ）

潮汐の大きい荷重変化によって、地殻に異常変動が起これば軋轢

＆摩擦等で電磁気が発生します。これが地表迄電磁誘導等で伝わる

と地表電磁界が変動する為、電磁波伝搬にも異常変化が現れます。

発見！潮汐の干満とFM電磁気PulseのUpDownが同期！

(JYAN研究会)地震予知アマチュアネット
会 長 國 廣 秀 光
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なぜ電波観測で判る？
１ 光が、水槽の水に斜めに入ると、屈折します。電磁波も、

「光と同じ性質」があります。（電波ミラージュと同じです。）

２ 地表には、水槽の水と同様に、電気や磁気の界層があ

ります。(この電磁界中をＦＭ放送の電磁波が横切っている。)
３ この電磁界層に、震源域で発生した電磁気が伝わると、

地表電磁界は、伝導した電磁気で加減されるのです。

４ 電磁界層が、伝導した電磁気で変化をすると、通過中の

電磁波に揺らぎ(屈折や電磁引力と斥力等)が発生します。
５ この揺らぎで(ＦＭ電磁波の進行方向や電界強度が変化
する)ため、電波観測で地殻変動等が察知できるのです。
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沖
縄
局

大分ネットは８局で、県内をカバーしています。！
全国ネットは、沖縄～東北迄「３５」局で、観測中！

FM放送の電波１４０波をLiveで解析中!
AM～３０Mhz ＆ FM全波＆アース観測等を総合的に判定！

各局は、東西南北の４放送局を２４H態勢で観測中！

民間ボランティアだから [広がる全国的観測網！]
発足から７年、ライブネットの観
測網が増え、全データを解析し、
経験則を積んだら、地震予報の
３要素が見えてきました。

アマチュアHAM約３００名（ML)超の仲間が数百台の機器で社会貢献活動（防災/減災）に参加中です。

福
島
局

JYAN研究会電磁波観測網 (201５年４月)
石
巻
局
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福島局の記録（2015-2-26と2015-3-9) 約１週間後に震度４と震度３の地震発生

(一目瞭然！)福島県沖地震の前兆揺らぎ記録

上下Graph４日分詳細図約１週間前に緑他Down

地震
発生

地震
発生

緑色 極端に電界が下がる 緑色 極端に電界が下がる

上、１ヶ月Graph約１週間前に緑等がDown

各図は縦＝４局の電界強度、横＝日又は時間

一番上の図は、福島局の一ヶ月間Graphで、下の二つは
現象を捉えた４日間Graphです。緑色のラインが両方とも
１０dB程落ち込んだ後（５～６日後）に地震が発生した。
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長野県の隣、金沢市での記録です。11/1５～1６日２日間
激しいDOWNがあり、６日後に長野で震度５＋の地震があった。

長野地震の前兆揺らぎ記録(昨年11月22日)

下、半年図約１月前から青上昇

１ヶ月図４局とも１５ｄB程落ち込み異常を覚知
そして、６日後に長野県で地震が発生した。

観測局が全国的に広がってきたので、各地の地震で前兆記録が増えている。特
に、震度5以上では、約１週間前に明確な前兆が捉えられる事が多くなった。

地震
発生予兆

極端に下がる現象

各図は縦＝４局の電界強度、横＝月日と時間
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電磁界エネルギーは
距離の ２乗分の１ で
急激に減少する。(右)

震源地の電磁エネルギーは電磁誘導等で地表まで
伝わって電磁気層や電磁輻射現象の原因となる。

１３ｍ高で約１／５に落ちる。

地表観測が判りやすい！

雲層

震源や地殻内の変動は
大地の中か 地表直近が

が最も判りやすい。

(理論)地表面と上層の電磁界強度

図の縦は高さでｍ、横は電界強度を表す

上層の縦は地上高でKm(電離層の図)
下図の縦は空気層でKm(電磁界の図)
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（電磁界強度の減少グラフ）
高さと、電磁界強度の変化

地表面が電磁化されるとその強さ
に応じて、地表上を通過する電磁波
は進行方向が曲げられる。 また

地表電磁界の「＋」Or「－」帯電磁で
観測グラフに凹凸変動が現れる。

曲折理論と
メカニズム

地上４ｍ＝４万が２０ｍ=２千で約1/20に落ちる

震源の軋轢等で発生した、電磁
エネルギーは、地表面に伝わると、
貯まって電磁界層を形成したり空中
へ放射されたりします。

この(電磁界層は）
空気コンデンサー模様の界層で、

地表では、電磁界の強度が最も強
く現れますが、地上高が上がると(約
距離の2乗に反比例して）極端に弱
くなってしまいます。

これは(連続電磁誘導作用)
電気及び、磁気的な引力や斥

力等の作用によって、影響が最も
強い地表では、通過中の電磁波も
電磁界変化に応じ、屈折や曲折が
起きて、電界強度が変化します。

斥力

引力
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10月１日～１２月のFM電波の毎日の記録（24時間）と潮汐の照合結果表です。電波異常の変化と潮汐方向も調べています。
突合結果表 10月１日～１２月のFM電波の毎日の記録（24時間）と潮汐の照合結果表です。電波異常の変化と潮汐方向も調べています。 潮汐が穏やかな時期

平常２月間 上昇・満潮 下降・干潮 逆パターン 特別例 パルス 干潮時○ 干潮時× ズレ 満潮時○ 満潮時× 逆パターン 特別例 黒色 青色 赤色 黄緑 合計数 地震発生状況

12月3日 1 1 1 3 

12月2日 2 1 2 5 

12月1日 1 1 1 1 1 5 

11月30日 1 1 1 1 1 1 1 7 

11月29日 1 1 1 1 2 1 7 

11月28日 1 1 1 1 1 1 2 8 

11月27日 1 1 1 1 1 1 1 7 

11月26日 1 1 1 3 

11月25日 1 1 2 

11月24日 1 1 1 1 1 5 長野県北部

11月23日 1 1 1 1 1 1 6 2014/11/22 22:37

11月22日 2 1 2 1 1 1 8 2014/11/22 22:08

11月21日 1 1 1 1 4 

11月20日 1 1 1 3 

11月19日 1 1 1 1 1 1 1 7 

11月18日 1 1 1 1 4 

11月17日 1 1 1 1 4 

11月16日 1 2 1 4 

11月15日 1 1 2 

11月14日 2 1 1 2 6 

11月13日 1 1 2 

11月12日 2 2 2 6 

11月11日 1 1 1 1 4 

11月10日 1 1 1 1 1 1 6 

11月9日 1 1 2 

11月8日 1 1 1 1 4 

11月7日 1 2 1 2 6 

11月6日 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

11月5日 2 2 2 2 8 

11月4日 2 1 1 2 1 7 

11月3日 2 1 1 2 6 

11月2日 2 1 1 2 6 伊予灘

11月1日 1 1 1 3 2014/11/1 19:36

10月31日 1 1 1 1 4 

10月30日 1 1 1 1 1 1 6 

10月29日 2 2 1 1 6 

10月28日 1 1 1 1 4 

10月27日 1 1 1 1 4 

10月26日 1 1 1 1 4 

10月25日 1 1 1 1 1 1 6 日向灘

10月24日 1 1 1 3 2014/10/24 21:46

10月23日 1 1 2 

10月22日 1 1 2 

10月21日 1 1 1 1 1 1 6 

10月20日 1 1 1 1 1 5 

10月19日 2 2 2 2 8 

10月18日 2 1 1 2 6 

10月17日 1 1 1 1 1 1 1 1 8 伊予灘

10月16日 1 1 1 1 1 5 2014/10/16 4:39

10月15日 2 1 2 1 6 

10月14日 1 1 1 1 1 5 

10月13日 1 1 2 

10月12日 1 1 1 3 

10月11日 1 1 1 1 4 

10月10日 1 2 2 1 6 大分県中部

10月9日 1 2 2 1 6 2014/10/9 9:16

10月8日 1 1 1 1 1 1 6 

10月7日 1 1 1 1 1 5 

10月6日 1 1 1 3 

10月5日 1 1 1 3 

10月4日 2 2 4 

10月3日 1 1 1 1 4 

10月2日 1 1 1 1 4 

10月1日 1 1 1 1 1 1 6 

６４日 50 44 13 7 10 44 0 8 53 0 13 6 25 0 11 30 314 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ％

合計数 満潮電磁 94 20 平均 82 ％ 干潮電 97 21 平均 82 ％ 合計平均 82 %

結果１ FMの観測グラフに出てきた上昇パルスと下降パルスに、潮汐の満ち引きを照合した結果、８２％が相似していた。

結果２ また、残りは逆パターンであるが、その出方は混在しており、地震の前後が多いため、地震による電磁的な前兆とすれば、ほぼ１００％OKです。
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